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資 料一
大学生のひとり親家族のイメージ
竹 田 美 知1*,李 環 媛2,上 野 顕 子3
(1神戸松蔭女子学院大学,2岡山大学,3金城学院大学)
原稿受付 平成22年1月15日;原稿受理 平成23年2月5日
University Students' Images of One-Parent Families
Michi  Takedal*, Lee Kyoung  Won' and Akiko Ueno3 
  'Kobe Shoin Womens University
, Hyogo 675-0015 
 2Okayama University, Okayama 700-8530 
      3Kinjo Gakuin University, Aichi 463-8521
 The number of one-parent families has been growing in Japan. One-parent families occur for 
different reasons. Some people are unmarried and are raising a family on their own, or they are 
separated or widowed. Many of these people  suffer from social prejudice. The purpose of this 
research was focused on what variables are affecting university students' opinions of one-parent 
families and to find out what their image is of single, separated or widowed parents with children. 
 There are a number of variables: society's opinion of single-parents; opinions on people with 
children who remarry; opinions on gender roles; experience of taking classes on gender studies; 
one-parent families as reflected by the mass media; opinions on the students' future with regard 
to marriage and having children and how these affected students' opinions of single-parents and 
opinions on gender roles. 
 There are four images of single parents with children. They are as follows: that children in one  -
parent families might be more independent; that the parents and children might be less dependent 
on each other; that there might be less communication between parents and children; that parents 
and children might be more co-dependent. In Japan, the most positive image is represented by the 
latter.
Keywords:One-parentfamiliesひと り親 家 族,Socialpr(オudice社会 的 偏 見,FamilyImages家族
イ メ ー ジ
昭 和58年 の母 子家 庭 になった理 由 として死別36,1%,離
婚49,1%,未婚5.3%に対 して,平 成18年 には死別9.7%,
離 婚79.7%,未婚6.7%と離婚 による母子 家庭 の顕著 な増
加をあげている.父 子家庭になった理由も,昭 和58年 死別
40、0%,離婚54.2%に対 して,平 成18年 死別22.1%,離
婚74.4%と離婚 による父子 家庭 の増加 が同様にみられる.
離婚 によるひとり親家庭 が増加する中で,未 婚 のひとり親
の 占める割合 は,日 本 の場合多 くない.し かし平 成17年 の
r国民生 活 白書』3)によると,第 一 子 の出 生数 の うち結 婚
1.緒 論
平成17年の 『国勢調査』」)によると,ひとり親と子ども
からなる世帯は平成7年311万世帯から平成17年411万
世帯と大きく増加している.このようなひとり親が増加する
へ
王要な原因は,親 の離婚である.平 成18年度に厚生労働
省が実施したr全 国母子世帯等調査結果報告書』2)では,
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53(317)
日本家政学会誌Voエ62No,5(2011)
期間が妊娠期間より短い出生割合は年々増加 し,1980年で
は12.6%であったが2000年には26.3%と上昇した.特 に
18歳から19歳の親の場合8割 以上,20歳から24歳の
親では約6割,結 婚期間が妊娠期間より短い.
このように未婚,離 別,死 別など様々な状況にあるひとり
親家族に関して,ひ とり親を対象とした調査は,厚 生労働
省の前出の調査をはじめ多くの自治体が実施した,(社)日
本家政学会家族関係部会研究活動委員会のrひ とり親家庭
等に関する都道府県および政令指定都市調査 ・支援策資料
集』4)では平成18年から平成20年にかけて全国都道府県
や政令指定都市単位の実態調査結果を収集し調査方法や調
査枠組み,自 由回答の結果の検討を行った.その結果,ひ
とり親の多くは経済的な問題とともに子育てにかかわる不安
を抱えており,それらの不安は 「ひとり親に対する社会的偏
見」によってさらに増幅されていることが明らかになった.
藤原千沙(2005)は,2001年に行ったr母 子世帯の母
への就業支援に関する調査JIL調査』5)から,ひとり親世帯
で育ったゆえに子どもが低い学歴しか獲得できないとするな
らば,貧 困が次世代に継承されるだけではなく,配偶者との
離別 ・死別といったひとり親経験も世代に再生産されていく
可能性があることを指摘した.
神原文子(2007)は,『ひとり親家族と社会的排除』6)
において,このような子ども世代における機会不平等は,経
済的 ・政治的 ・社会的 ・文化的諸権利の不充足 ・否定 ・ア
クセス困難といった 「社会的排除」に繋がると分析した.さ
らに 「『全国母子世帯調査』では,ひ とり親家族が被ってい
る差別や偏見については把握されていないが,r大阪市ひと
り親家庭調査』では(近所のうわさ)(住宅を借りるとき)(就
職の時)(子どものいじめ)など挙がっている」と述べ,また,
転入者であるひとり親家族の親子は,よそ者で異質であると
して,仲間にいれてもらえず,地域情報のネットワークからも
はずされ"仲間はずし"という排除があると指摘している,
このようなひとり親世帯に関する研究は,核家族世帯の占
める害1」合の低下,単 身世帯や父子 ・母子世帯などを含む非
核家族世帯の比率の増加という世帯構造の変化に伴って蓄
積された.しかしそれよりも標準世帯としての核家族の意味
が問われ始めたことが,よりひとり親家族の研究を深めた.
山田昌弘(1997)は,r近代家族のゆくえ:家 族と愛情
のパラドックス』7)において標準世帯としての核家族の構成
を持つ近代家族が,外 部社会が要請する家族の機能を最も
遂行できる集団として高度成長期にモデルとされたが,そ の
後の個人化 ・私事化により家族形態が多様化し,もはや家
族は,ジェンダーに基づく役割ではその機能を果たせなくな
っていると述べている.
牧野カツコ(2009)は,r子育ての場という家族幻想一
近代家族における子育て機能の衰退一』8)において,近代
家族が子育てに適した場であるという言説に対して 「近代
家族においては・人と人とのかかわる力を育てることが難し
く,消費の場となることでの家庭教育力が弱体化し,ジこン
ダー役割によって父親が家庭において不在になり・地域社
会から閉じられ子どもにとって抑圧された場所となってしまう
た」と反証している.
このような問題意識のもとに,家 族に関する研究の対象に
おいても・近代家族のモデルであった標準世帯としての 「核
家族世帯」から、ひとり親世帯や無子世帯,障 害者世帯の
ような 「非標準世帯」にスポットが当てられはじめ,そ れら
の家族に対する研究が蓄積されてきた.
それらの研究報告や 『ひとり親家庭等に関する都道府県
および政令指定都市調査 ・支援策資料集』 において 「非
標準世帯」としてのひとり親家族の実態は明らかにされた.
しかし,このようなひとり親に対する社会的偏見の形成過程
についてはいまだ明らかにされていない.
そこで,この報告では,ひ とり親に対する社会的偏見がど
のような要因によって形成されるか,さらにひとり親に対する
イメージタイプはどのようなものかを明らかにする.
オルポート(1968)はr偏見の心理』9)の中で,「家族
が子どもに同一化というメカニズムを通して,社会規範や社
会的価値観,態 度,意 見を伝達する過程において,ある集
団に対する拒否的態度も寛容さのいずれも家族から子どもへ
と学習されること」を指摘している.特 に,子 どもがある集
団について,その集団と交流もなく知識もない状況では最初
に発せられた親しい人たちからの情報がそのまま受け取られ
る傾向にあると述べている(オルポート/訳書,1968).こ
のような家族による社会化とともに,マスコミによって流され
た情報,友 人,地 域の人々など世間から付与されたひとり親
のイメージ,教育機関における家族に関する教育など多くの
要因が複合的にプラスにマイナスにと影響しあって,ひとり
親家族の子育てに対するイメージタイプが形成され,肯定的・
否定的意見に繋がるのではないだろうか,筆者らは図1の よ
うな調査枠組みを持って質問紙調査を行った.
2.先行研究の流れ
これまで,ひとり親がどのような社会的偏見によって差別さ
れているかという問題関心によって行われた調査は少ない.
平成4年 に実施された東京都女性問題調査研究報告rひ
とり親家族に関する研究』】o)(《財》東京女性財団,1993)は,
初めて 「ひとり親をとりまく人びとの意識や視線や言動のあり
ようによって,困難や苦悩が増幅されたり緩和されたりしてい
るのではないか」という問題意識をもって実施された数少な
い調査の一つである.この調査では,特 にひとり親の子育て
に対する社会的偏見に焦点を当て,どのような社会的偏見が
あるのかを,東 京都民一般 ・大学生 ・高校生を対象として
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図1.分析枠組み・ひとり親の子育てに対する意見形成に影響する要因 図2.ひとリ親の子育てに対する意見とひとリ親の子育てに対するイメー ジ
3.調査の枠組みと分析方法
これらの先行研究から,年齢や性別,生 育環境 教育歴
などによって,ひ とり親の子育てに対する意見に差があるこ
とがみてとれる,そこで図1の ような分析枠組みを設定し,
併せて図2の ように,これまでの調査の中でひとり親の子育
てについて語られたイメージをあげ,どのようなイメージが
ひとり親の子育てに対する意見に影響を与えているかを明ら
かにすることにした.
分析視点は次の5点 とした.
1,大学生が持つ 「未婚,離 婚,死 別のひとり親の子育
てに対する意見」がどのようであるかを明らかにする,あわ
せて大学生 自身が将来ひとり親になることについての意見も
明らかにする.
2,大学生が感じた 「未婚 ・離婚 ・死別のひとり親の子育
てに対する世間の意見」を明らかにする.
3.大学生が持つ 「未婚 ・離婚 ・死別のひとり親の子育て
に対する意見」にどのような要因が影響を与えているか,影
響を与えている要因間の関係(図1)を 重回帰分析とパス
解析によって明らかにする。
4.大学生が持つ 「ひとり親の子育て内容をどのようにとら
えているかというイメージ」(図2)を,等質ll生分析(HOMALS)
を使って,類型化することによって明らかにする,
5.析出した大学生の「ひとり親の子育てに対するイメージ」
類型は,「未婚,離 婚,死 別のひとり親の子育てに対する意
見」にどのように影響を与えているか,一 元配置分散分析を
使って明らかにする.
調査した.
この 『ひとり親家族に関する研究』の調査結果をまとめた
渡辺秀樹の 『ひとり親と家族問題』mに よると,「ひとり親
で子どもを育てていくこと」 に対する抵抗感は全体として6
割に達していた.特 に高校生と60歳以上の回答者の抵抗
感が高かった.その理由として高校生の回答では,第一に「異
性の親では思春期の子どもに対応できない」,第二に 「相談
相手がいないので親のストレスがたまる」があげられていた,
60歳以上の回答者では,「むずかしい年頃だけに,子 ども
の性格や行動に問題がおきやすい(傍 点は筆者)」という質
問項目に対して肯定した男性9割,女 性が7割 と高かった.
その一方,「親子が助け合って暮らすので気持ちが通じる」,
「子どもがしっかり現実をみすえるようになる」などの項目に
おいて 「そう思う」という比率も高く肯定的な意見もみられる.
また平成21年3月 に報告されたrひ とり親家庭(父 と
子 ・母と子の家庭)の 生活と意識に関する調査報告書 ・
民生委員モニター調査(北 海道民生委員児童委員連盟,
2009)』12)は,父子家庭,母 子家庭の親を対象としてひと
り親家庭への社会的偏見を調査 した項目がある.この報告
書によると,父子家庭の70%が 「社会的偏見はない」と答
えているのに対して,母子家庭の48.3%が「社会的偏見は
ある」と答えている.また母子家庭に対する偏見はこの調査
の2003年の調査結果と2008年の調査を比較しても減少
はなく,母親の置かれた条件や階層差を越えて母子家庭一
般が社会からの偏見を感じていると述べている.
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調 査 は,2007年7月 に九 州,近 畿,東 海,東 京 の10
大学(6共 学大 学 ・4女子大学)に 所属 する4年 制大学生
1年生から4年 生 を対象 として,留 め置き調査を行った,配
布票数1796票,回収数1379票,回収率 は76.8%であった,
回収回答票のうち,男 性20.1%,女性79,9%であった,
4.調査結果の概要
この調査の結果の概要は以下のとおりである,
(1)大学生の未婚 ・離婚 ・死別のひとり親家族の子育てに
対する意見
大学生の 「ひとり親家族の子育てに対する意見」の中で,
未婚,離 婚,死 別を比較すると,一番賛成意見が少なかっ
たのは 「未婚の母が子どもを育てること」と,「未婚の父が
子どもを育てること」であった.「未婚の母が子どもを育てる
ことに対して好ましくない」と思う人は67.0%(図3),「未
婚の父が子どもを育てることに対して好ましくない」と思う人
は67.7%であった(図4).大学生は 「離婚後の母のみの
子育ては好ましくない」に対しては49.7%が,「離婚後の父
のみの子育ては好ましくない」に対しては50.1%が賛成して
いる,それに対して,「死別後の母のみの子育ては好ましく
ない」対しては,20.7%が,「死別後の父のみ子育ては好ま
しくない」に対しては22,5%のみが賛成と許容的である,
ひとり親として子育てをすることに関しては,未 婚,離 別,
死別の順で反対意見が多く,育てる親が母親であっても父親
であっても同様な傾向を示している,ひ とり親となった理由
によって,ひとり親の子育てに対する意見の賛否がこれだけ
異なるのは,未 婚や離別に対する社会的偏見が影響してい
ると考えられる,
大学生自身が将来ひとり親になることに関しては,男 女で
考え方に差があった.「未婚で子どもをもうける」ことに対し
ても,男性の147%が 「状況によってはいい」 と答えてい
るのに対して,女性は7,9%に止まる(p<0.01,図5)
平成4年 に実施された東京都女性問題調査研究報告にお
いても大学生が最も抵抗感を感じる生き方として 「未婚の趨
や父となること」で・その比率は9割 と高かった・今回の調
査においても,比率はやや下回っているが,やはり未婚の父・
母に対する抵抗感は高い,
(2)大学生が感じたひとり親に対する世問の意見
世間が否定的にとらえていると大学生が感じた 「ひとり親
の子育て」は,未 婚の母の子育て85.3%,次に離婚の母の
子育て72.4%,さらに,死別の母親の子育て26.7%であっ
た(図6).この順序は,大 学生 自身が抱 く 「ひとり親の子
育てに対する意見」とほぼ同様であった.世 間の価値観が,
大学生の 「ひとり親の子育てに対する意見」に大きく影響を
与えているのではないかと推測できる.しかし,図1で も示
したように,大学生が感じた 「ひとり親に対する世間の意見」
が直接そのまま大学生 自身が抱く 「ひとり親の子育てに対す
る意見」に反映されるとは限らない.家 族に関する教育やジ
ェンダー意識など,他 の独立変数も大学生の意識に影響を
与えていると思われる.
(3)「ひとり親の子育てに対する意見」 に与える影響要因の
分析
そこで,大学生の 「ひとり親の子育てに対する意見」に
どのような要因が影響を与えているかを,重 回帰分析によ
って影響要因を調べた.影響要因の選択については,竹 田
(2005)がr国際結婚から生まれた子 どもの国籍選択とそ
の影響要因一国際結婚を考える会の場合～』j3)において,
マイノリティー に対する社会的偏見を調べた調査で用いた独
立変数群を参考に選択し図1に 示したような項 目を変数とし
て設定した.
未婚 ・離婚 ・死別の 母親の子 育て に対する意見
「未婚、離婚 、死別の母親だけが子 どもを育てることは好ま しくない」 とい
考 えに対 して、あなた 自身 はどの ように思いますか。
副
未婚 ・離婚 ・死別 の父親の子育てに対す る意見
「未婚、離婚 、死別の父親だ けが子 どもを育てることは好ま しくない」とい1
考えに対 して、あなた 自身は どのよ うに思いますか。
0 20 40
%
60 80100
注:非 該当を除いた合計の%
図3.未婚 ・離婚 ・死別の母親の子育てに対する意見
注:非 該当を除いた合刮の%
図生 未婚 ・離婚 ・死別の父親の子育てに対する意見
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父,第3位 に母方の祖母,次 に父方
の祖母,さらに母方祖父と母方の親類
の関わりが目立つ.家 族以外で子育て
に関わった人で最も多いのは幼稚園の
先生や地域の人々,保育所の先生など
を,約 半数以上の学生が子育ての担
い手として挙げている.成長に関わり
のある人の種類は,7種類を上げた人
が最も多かった(「成長に関わった人
の種類数」 については,母,父,保
育所や幼稚 園の先生,母 方祖父母,
父方祖父母,地 域の人,そ の他などに
ついてそれぞれの有無を聞き,何種類
の人が関わったかを合計した).
また 「自分 自身 に関 してのひとり
親の経験」では,母 との死別4.9%,
未婚の母によって育てられた学生は
0.4%,母の再 婚は1,6%,父の再婚
は0.2%であった(「自分自身に関して
ひとり親の経験」 は,「高校までに未
婚の父母に育てられた経験」,「父母と
死別した経験」,「親の離婚を経験」の
いずれかを経験した」を1と し,「そ
れらの経験なし」を0と した).
「身の回りにおけるひとり親の存在」
に関 しては,未 婚 の母を知っている
人15.9%,未婚の父を知っている人
4.3%,離婚して子育てをしている母を
知っている人57,0%,離婚して子育て
をしている父を知 っている人2L5%,
死別 して子育てをしている母を知って
いる人35,9%,死別して子育てをして
いる父を知っている人24.8%であった
(「身の回りにおけるひとり親の存在」
は,「身の回りに未婚の母や父になっ
大学生が将来未婚のひ とり親 になることについての意 見
あなたの将来を考 える際、 「未婚で子 どもを育てること」について どのよ うに
思いますか
■ 女性
口 男性
p〈0.01
0102030405060
図5.大 学生が将来未婚のひとリ親になることについての意見
大学生が感 じた世 間のひと り親に対す る意見
「未婚、離婚、死別の母親だけが子 どもを育 てることは好ま しくない」 とい う
考えに対 して、世間では、どのよ うな意見が多いと思いますか。
■反対
口賛成
死別の母
離別の母
未婚の母
801006040200
%
図6.大学生が感じたひとり親に対する世間の意見
た人」や,「離婚 して子どもを育て人⊥ 「死別して子どもを
育てた人」がいる場合を1とし,「それらの経験がない場合」
を0と した),
一方,独立変数のひとつとして,「世間のひとり親の子育
てに対する意見」についても,次のように尺度化した.
「未婚で母親だけが子どもを育てることは好ましくない」,
「未婚で,父 親だけが子どもを育てることは好ましくない」,
「離婚 して母親だけが子どもを育てることは好ましくない」,
「離婚 して父親だけが子どもを育てることは好ましくない」,
「死別して母親だけが子どもを育てることは好ましくない」,
「死別 して父親だけが子どもを育てることは好ましくない」
1)「ひとり親の子育てに対する意見」に与える影響要因(独
立変数)
性別構成は,男 性20.1%,女性79.1%であった(「性別
ダミー変数」は女性を0,男性を1と した).家族構成は父
母のいる核家族は67,1%と最も多い.父 方拡大家族も18.7
%,母 子家庭は2.6%であった(「家族構成」変数は,「核
家族ダミー」《父母のいる核家族を1,それ以外の家族を0》,
「ひとり親家族」《ひとり親家族を1,そ れ以外の家族を0》,
「拡大家族ダミー」《拡大家族を1,そ れ以外の家族を0》
を作成した).
成長に関わった人で最も多かったのは母であり,その次に
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についてこれらの意見をすべて総計して,賛成から反対まで
1点から4点を与え,「ひとり親に対する世間の意見」とし,
否定的意見から肯定的意見(6点 から24点)の 一元の尺
度を作成 した,信 頼性分析を行うと,信頼性係数 は0.819
であったので,「ひとり親の子育てに対する世間の意見」を
測定する尺度として採用した.尺 度値の平均は13.4で,標
準偏差は3,68であった.
さらに 「未婚のひとり親に対する世間の意見」を測定す
るために,「未婚で母親だけが子 どもを育てることは好まし
くない」と 「未婚で,父 親だけが子どもを育てることは好ま
しくない」をたして賛成から反対まで1点 から4点 までを与
え,否定的意見から肯定的意見(2点 から8点)の 一元の
尺度を構成した(信 頼性係数0.934),同様に,「離別のひ
とり親に対する世間の意見」の尺度を作成し(信頼性係数
0.923),また 「死別のひとり親に対する世間の意見」の尺
度を作成した(信頼性係数0.941).
「将来の結婚と子育てに関する意見」については,「結婚し,
子どもを持ちたい」と答えた人が83.6%で最も多く,標準的
ライフコースを予定している.「子どもがいて再婚することに
関する意見」については,どちらかといえば賛成52.5%,賛
成15.9%であった.「性別役割分業に関する意見」に関し
ては,どちらかといえば反対41.9%,反対27.1%と反対が
多い.「男女共同参画に関する講義の受講経験」について
は363%が,「家族についての講義の受講経験」について
は69.4%が「ひとり親家族に関するメディアを見た経験」に
ついては29.2%があると答えている.
「大学生の未婚 ・離別 ・死別のひとり親の子育てに対する
意見」を従属変数とし,①性別,② 家族構成,③ 「成長に
関わった人の種類数」,④ 「自分自身に関してのひとり親の
経験」,⑤ 「身の回りにおけるひとり親の存在」,⑥ 「ひとり
親の子育てに対する世間の意見」,⑦ 「将来の結婚と子育て
に関する意見」,⑧ 「子どもがいて再婚することに関する意
見」,⑨ 「性別役割分業に関する意見」,⑩ 「家族に関する
講義の受講経験」,⑪ 「男女共同参画に関する講義の受講
経験」,⑫ 「ひとり親家族に関するメディアを見た経験」を
独立変数として設定した.
2)ひとり親の子育てに対する意見の尺度化(従 属変数)
従属変数の 「ひとり親の子育てに対する大学生の意見」
を測定するために,次のような手続きで尺度化し,信頼性分
析をした,「未婚で母親だけが子どもを育てることは好ましく
ない」,「未婚で,父 親だけが子どもを育てることは好ましく
ない」,「離婚して母親だけが子どもを育てることは好ましく
ない」,「離婚して父親だけが子どもを育てることは好ましく
ない」,「死別して母親だけが子どもを育てることは好ましく
ない」,「死別して父親だけが子どもを育てることは好ましく
ない」をすべて総計して,賛成から反対まで1点 から4点
を与え総計した.大 学生のひとり親に対 して否定的意見か
ら肯定的意見(6点 から24点)の一元の尺度を作成 した.
信頼性分析を行うと,信頼性係数はOB789であったので,
大学生の 「ひとり親の子育てに対する意見」を測定する尺
度として採用した,この意見の平均は15.5で,標準偏差は
4.40であった,
さらに,「未婚のひとり親の子育てに対する大学生の意見」
を従属変数として設定し測定するために,一元の尺度を作成
した(信頼1生係数0.9598),同様に,「離別のひとり親の子
育て対する大学生の意見」の尺度(信頼性係数はOl9619),
「死別のひとり親に対する大学生の意見」の尺度を作成した
(信頼性係数は0.9663),
3)重回帰分析結果 ・パス解析結果
大学生の 「ひとり親の子育てに対する意見」を従属変数と
して,それに与える影響要因を調べるために重回帰分析を
行った,性 別などの前述した独立変数を投入し,ステップ ・
ワイズ法で分析した結果,表1の ようなモデルを得た.この
モデルのR2は0.262,調整済みR2は0,258であり,求め
た重回帰式の当てはまりはよい.また重回帰の分散分析のF
値は,75.911で,有意確率はp<0.01で統計的に有意である.
標準回帰係数は,rひとり親の子育てに対する世間の意
見」(β=0.448),「子どもがいても再婚してもよい」(β=
0,157),「性別役割分業に関する意見」(β=0.084),「男
女共同参画に関する講義の受講経験」(β=0.075),「ひと
り親家族に関するメディアを見た経験」(β=0,059),将来
の結婚と子育てに関する意見(β=-0、058)となり,すべ
て有意水準5%以 下で統計的に有意である.
この結果から,大学生の 「ひとり親の子育てに対する意見」
は,「ひとり親に対する世間の意見」からβ=O,448と,最
も大きな影響を受けていたが,今 回の重回帰分析の結果か
ら大学生は,世 間の意見だけの影響を受けているのではな
いことが次のように明らかになった.
表1.ひとり親の子育てに対する意見を従属変数にした重回帰分析の結果
独立変数
幽 親の子育てに対する世問の童見0.448
灘錘 壁」L.
豊亀がいて再一 〇11.046
一
齪ll役割分業に閲す盈錨L__.」 塑PILO52
塾 些同参唾に関する韻垂璽愛麗 盤 α07{Σ_一
里1皇豊塗重墜型廻す葛メディアを見た糧験0.0互≡≧_.凶,051.010
撞塞の縮婚と子育てに一.0511025
このモデルのF値=75.911,Pく0、001,R2嵩0,262,調整済みRz=0。258
共線性の統計量VIFく2個有値の条件指標 く15
〈注 〉
ステップワイズによって,性 別ダミー ,核 家族ダミー ,ひ とり親家族ダミー ,
拡大 家族 ダミー ,自 分 自身 のひ とり親 体験,身 の 回りにおけるひ とり親 体
験,成 長に関わった人の種類数,家 族 に関する講義の受講経験が除外された
(p>0.05).
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である.図7の ように,これら4つ の独立変数で従属変数
の説明率が22%であった.このパス解析のモデルでは,「男
女共 同参画に関する講義の受講経験」の有無は 「ひとり親
への大学生の意見」への直接効果は0.06と小さいが,「性
別役割分業に関する意見」を媒介することによって,「ひと
り親への大学生の意見」への影響度が0.15と高まっている.
「男女共同参画に関する講義の受講経験」はジェンダーに
よって固定化した役割観を相対化し,ひとり親の子育てに対
して肯定的意見を促す傾向がある.
次に表2の ように 「未婚のひとり親の子育てに対する大学
生の意見」を従属変数として重回帰分析を行った,影 響を
及ぼしている独立変数は先ほどの大学生の 「ひとり親の子育
てに対する意見」を従属変数とした場合とほぼ同じであるが,
男性ほど肯定的な意見を持っていた(β=0.064).さらに
表3の ように,「離別のひとり親の子育てに対する意見」を
表2.未 婚のひとり親の子育てに対する意見を従属変数にした重回帰分析の結果
標準偏回帰有意確率VIF
係数β独立変数
未婚のひとり親の子育てに対する世間の意見0,358〈0,011.004
子どもがいて再婚することに関する意見0.154<0.011.047
性別役割分業に関する意見 ___q4-_
男女共同参画に関する講義の受講経一 _
一〇.064く0.051,01性別ダミー
このモデル のF値 ≡50.314,pく0,001,R2=0、185,調整済 みR2=0,181
共線性の統計量VIF<21固有値の条件指標 く15
〈注 〉
ステップワイズによって,核 家族ダミー ,ひ とり親ダミー ,拡 大家族 ダミー,
自分 自身のひとり親休験,身 の回りにお けるひとり親体験,成 長に関わった
人の種類 数,将 来 の結 婚と子育てに関する意見,家 族 に関する講義 の受講
経験,ひ とり親家族 に関するメディアを見た経験が除外された(p>0.05),
① 「子どもがいても再婚 してもよい」という再婚に対して
許容的な意見は,β=0.157と「大学生のひとり親の子育
てに対する肯定的意見」に対しても影響力を持っている.ス
テップ ・ファミリー に対して理解があるほど,ひとり親の子育
てに対 して肯定的であった.い いかえれば,親 の結婚を子
どものためにあきらめるという子ども中心主義でない人ほど,
ひとり親の子育てに対しても肯定的であるともいえる.
②性別分業役割意識を持っていない人ほど,ひとり親の
子育てを肯定している.現 実としてひとり親になると経済的
に外に出て働かざるを得なくなり,「男は家庭外 ・女は家庭
内」という分業はふたり親だからできるのであって,ひとり親
は外の役割も内の役割も両方こなさなくてはならない.
③男女共同参画に関する講義の受講経験があるほど,ひ
とり親の子育てについて肯定的である.大学の講義で,ジェ
ンダーについて学ぶ機会があるほど,ひとり親に対しても肯
定的な意見をもつことができるようになる.
④ひとり親家族に関するメディアを見た経験も,大学生の
ひとり親の子育てに肯定的に影響している.映 画やドラマで
描かれたひとり親像は,大学生のひとり親に対する理解を促
している.
⑤しかし 「将来結婚や子育てをしよう」とする標準的ライ
フコースを描く大学生は,ひ とり親の子育てに対して否定的
にとらえている.結婚しても子どもを持たないライフコースや
結婚しないライフコースを描く大学生ほど,ひ とり親の子育
てに対して肯定的であった,
ここで得られた5つ の独立変数がどのような因果関係の連
鎖によって 「大学生のひとり親の子育てに対する意見」にな
るか,Amosl6を使ってパス解析を行った.適 合度指標を
参考にモデルを改良して最適モデルとして得られたのが図7
モ デ ル の カ イ2乗 値(CMIN)=4.023,自由度2,確 率0,134,CFIO.994,RMSEAO.027
*p<0。05**p<0 .Ol
図7.ひ とり親 の 子 育 て に 対 する 意 見 を従 属 変 数 とした パ ス 解 析 結 果
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表3.離別のひとり親の子育てに対する意見を従属変数にした重回帰分析の結果
独立変数 標葎騨 有鱒VIF
離婚のひとり親の子育てに対する世間の意見0.195<0.01LO48
子どもがいて再婚することに関する意見0」83く0、011.004
性別役割分業に関する意見 0、071〈0.051.044一 Ω坐
このモデルのF値 ≡28.644,pく0.001,R2=0.093,調整済みR2=0090
共線性の統計量VIFく2佃有値 の条件指標 く15
〈注 〉
ステップワイズ によって,性 別ダミー ,核 家族 ダミー ,ひ とり親 ダミー ,拡
大家 族ダミー,自 分 自身 のひとり親 体験,身 の回 りにお けるひとり親体 験,
成長 に関 わった人の種類数,将 来の結 婚と子育てに関する意見,家 族 に関
する講義の 受講経験,男 女 共同参画 に関する講 義の受講経験 が除外 され た
(p>005),
表4.死 別のひとり親の子育てに対する意見を従属変数にした重回帰分析の結果
独立変数 囎 署帰有意確率VIF
死別のひとり親の子育てに対する世間の意見0,534<0.011.004
子どもがいて再婚することに関する意見0.074_ _
性別役割分業に関する意見 0.053く0.051.044
このモデルのF値=158.446,pく0.001,R2=α302,調整 済みR2=0,300
共線性の統 計量VIFく2r固有値 の条件指標 く15
〈注〉
ステップワイズ によって,性 別ダミー ,核 家族 ダミー,ひ とり親ダ ミー ,拡
大家族 ダミー,自 分 自身の ひとり親 体験 身 の回 りにおけるひとり親 体験,
成長 に関 わった人の種類数 将 来の結婚 と子育 てに関する意見,家 族に関
する講義 の受講経験,男 女共 同参 画に関する講義 の受講経験,ひ とり親 家
族に関するメディアを見 た経験が除外された(p>OIO5).
表5.等 質性分析 ひとり親の子育てに対するイメージ・カテゴリー ウェイト表
カテゴ リー 1軸 H軸
子どもが寂しい
子どもが寂しくない
しつけがゆきとどかない
しつけがゆきとどく
親子の助け合い
親子の助け合いなし
子どもの早期精神的自立
子どもの早期精神的自立なし
親子密着
親子密着しない
親が負い目
親の負い目なし
子どもの早期経済的自立
子どもの早期経済的自立なし
子どもの家事手伝い
子どもの家事手伝いなし
子育てと仕事の両立困難
子育てと仕事の両立
子どもが相談相手
子どもが相談相手にならない
0,179
-0.782
0.3
-0.173
0.202
-1.539
0.413
-1.012
0.542
-0,141
0、383
-0
.487
0.466
-0.961
0.275
-1.401
0.164
-0.585
0.457
-0.465
一〇.243
1.063
-0.887
0.512
0.109
-0.841
0.183
-0
。451
-0.526
0.138
-0.367
0.465
0.141
-0.292
0,132
-0.653
-0287
1.021
0、202
-0.207
従属変数として重回帰分析も行ったが,「大学生のひとり親
の子育てに対する意見」を従属変数とした場合と同じような
影響がみられた.最後に 「死別のひとり親の子育てに対する
意見」を従属変数として重回帰分析を行ったが,表4の よう
に同様な影響要因が見られた,
以上の未婚 ・離別 ・死別ごとの重回帰分析の結果にみら
れる特徴は,未 婚の場合のみ,ひ とり親の子育てに対 して,
男性に肯定意見が多かったことである.この結果は,先 に述
べたように将来 「未婚で子どもをもうける」ことに対して男性
のほうが許容的であったことと符合している,
(4)ひとり親の子育てに対するイメージ
大学生がひとり親に対して持つイメージはどのようなもの
だろうか.東 京都女性問題調査研究報告 「ひとり親家族に
関する研究」の設問を参考として10項目の 「大学生のひと
り親の子育てに対するイメージ」を測定する質問を設定した.
設問の回答パターンからどのような特徴が見出されるかにっ
いて,親子関係を類型化し,「ひとり親の子育てに対するイ
メージ」を探った.
ひとり親の子育てに対するイメージとして,「子どもに寂し
い思いをさせる」,「子どものしつけがゆきとどかない⊥ 「親
子で助け合っている」,「子どもが早くから精神的に自立する」,
「親子関係が密着しすぎる」,「親が子どもに負い目を感じる」,
「子どもが早くから経済的に自立する」,「子どもが家事を手
伝ってくれる⊥ 「子育てと仕事の両立が難しい」,「子どもが
親の相談相手になってくれる」の10項 目を 「肯定」,「否定」
イメージの2カ テゴリーとした.い ずれの回答も 「無回答」
を除外した.これらのカテゴリーは,カテゴリー間に順序関
係のない名義データであるので,数 量化によって,似ている
カテゴリーを探す最適尺度法による等質性分析(HOMALS)
を使って,大学生のひとり親の子育てに対する親子関係類型
を構成する軸を求めた.
1)カテゴリー間の関係
表5の 等質性分析 ・ひとり親の子育てに対するイメー
ジのカテゴリーウェイト表をみていくと,第1軸(X)の プ
ラス側 のカテゴリ 一ーとして,「子どもの早くからの経済的自
立」0.466,「子どもの精神的自立」0,413,「親子が密着」
0.542といった子どもの経済的 ・精神的 ・生活の自立に関す
る項目がある.第1軸 を概観すると,プラスの側には,子ど
もと親が密着 しているが,早 くから経済的自立や精神的自立
をするというカテゴリーがあるのに対して,マイナスの側には
親子が相談相手とならず,早期から経済的自立や精神的自
立をしていないカテゴリー がある.
第二軸は,プラスの側に 「子どもが寂しくない」1.063,「子
育てと仕事の両立」1.021のような高い絶対値をとるカテ
ゴリーからマイナスの側には 「しつけがゆきとどかない」-
0,887,「親子の助け合いなし」-0.841といったカテゴリー
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ているとなり,「親と子が助け合い」をして,自立をしながら
も,助 け合って暮らしている 「親子早期自立イメージ」群と
いえよう,第2象 限の親子関係類型は,「密着しない親子関
係⊥ 「子育てと仕事の両立」,「親の負い目は感じない」,「子
どもは寂しくない」「しっけはゆきとどいている」に特徴づけ
られるように,早 くから親離れ子離れがすすみ,親 と子の世
界を住み分けた 「親離れ子離れイメージ」群といえよう.第
3象限の親子関係類型は,子 の経済的自立,精 神的自立は
特に早くから進むとは思わないが,親 子の助け合いはなく子
どもも相談相手にならないと感じる 「親子孤立イメージ」群
といえよう.第4象 限の親子関係類型は,「親子は密着」し
ているが,親は 「子育てと仕事の両立困難」で,そのため 「し
つけもいきとどかなく」,「親は子どもに負い目」を感じ,「子
どもも常に寂しい」思いをしている 「親子共依存イメージ」
群といえる,
(5)「未婚 ・離婚 ・死別のひとり親に対する大学生の意見」
とイメージの関係
次に,第1次 元,第2次 元のホマルスのオブジェクト・ス
コアをもとにして,大学生のひとり親に対する意見尺度との
関連を見た.
分析の手続きとして,「子の自立が早い」のオブジェクトス
コアに対 して2点 を,「子の自立が早いとはいえない」のオ
が布置され,ひ とり親の子育ての難しさを気にしていること
がみえる,
そこで,表6の 判別判定をもとにし,第1次 元(X軸)
を子の自立軸(自 立早くから有り一自立無し)とし,第II次
元(Y軸)を,親 離れ軸(親 離れ 一親離れなし)とした
この第1軸 と第H軸 を組み合わせてプロットした図が,図8
の等質性分析 ・カテゴリー ウェイト・プロット図である.
2)イメージの析出
第1象 限の親子関係類型は,「子どもが経済的,精 神的
に早く自立」し,「親の相談相手」をして子どもが支えとなっ
表6.判 別判定
次元
次元1次 元2
0.256
0.449
0.091
0.082
0.072
0,169
0,041
0.084
0.290
0,041
0.138
0.051
0.357
0.413
0.076
0,185
0.442
0.380
0,095
0.210
*子どもが寂しい
*子どものしつけがゆきとどかない
親子で助けあっている
子どもの早くからの精神的自立
親子関係の密着
親が子どもに負い目
子どもの早くからの経済的自立
子どもが家事を手伝う
*子育てと仕事の両立困難
子どもが親の桐談相手
1
図8.等 質性分析 ・カデゴリーウェイト・プロット図
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ブジェクトスコアに対して0点 を与え,次に 「親離れしている」
に2点,「親離れしていない」に1点 を与えた.回 答者ごと
にオブジェクトスコアを足し合わせた.このように2次 元を組
み合わせたタイプである 「親子早期自立イメージ」群,「親
離れ ・子離れイメージ」群 「親子孤立イメージ」群,「親子
共依存イメージ」群に点数を与えた
これらのイメージ群と未婚 ・離婚 ・死別のひとり親の子育
てに対する大学生の意見尺度との関連について,一元配置
分散分析を用いた結果が表7で ある.
未婚のひとり親の子育てに対する大学生の意見に関して,
多重比較の結果 「親子共依存イメージ」群の平均値の得点
490が最も高いという結果となり,次に 「親子孤立イメージ」
群4,51,「親子早期自立イメージ」群4.12,最下位となっ
たのは 「親離れ子離れイメージ」群3.51であった.
親子が密着した子育てをしながら,仕事の両立に悩んで
いる,そして親は子どもに負い目をいつも感じているという
イメージ群(「親子共依存イメージ」群)が 最も未婚のひと
り親に対する肯定意見の平均値が高いという結果を得た.
その一方で早くから親離れ子離れがすすみ,親 と子の世
界を住み分けた,割 り切ったイメージ群(「親離れ ・子離れ
イメージ」群)が 最も未婚のひとり親に対する肯定意見の平
均値が低かった.
未婚という社会的制度から守られない状態で子育てをする
ことに関して,親子が肩を寄せ合って世間の風に立ち向かっ
ているイメージが未婚の親の子育ての姿としてとらえられて
いる.未婚の子育てに肯定的であっても,そのイメージは図
8のように 「子どもが寂しい,子 育てと仕事の両立が困難,
親が負い目を感じる,しつけがいきとどかない」というもの
であった.
表7の ように,離 婚のひとり親の子育てに関する肯定意見
においても,また死別のひとり親の子育てに関しても,「親離
れ ・子離れイメージ」群はもっとも平均点が低く,離婚や死
別のひとり親が早く子離れをすることや 自分の世界を持つこ
とは,あまり子育てのイメージとして肯定的にとらえられてい
ない.また離婚のひとり親の子育てについては,「親子早期
自立イメージ」群4.99より 「親子共依存イメージ」群5.53
のほうが,肯 定意見の平均点が高い.離 婚の親の子育てを
肯定した人の中で多かったイメージは,親 の離婚により子の
自立が促進されるというイメージよりも,むしろ離婚によって
親が負い目を背負い,子 と親が密着して暮らしているという
イメージであった.
5.結論と今後の課題
以上の結果から,下記のような結果が得られた.
(1)先行研究との比較
ひとり親が子育てをすることについては,未婚,離 別,死
別の順で反対意見が多く,育てる親が母親であっても父親で
あっても同じ様な傾向を示した.東 京都女性問題調査研究報
告においても9割の大学生が最も抵抗感を感じる生き方として
「未婚の母や父となること」が挙げられていた結果と比較 し
ても,未婚の子育てに対する意見は依然として否定的である,
自分 自身がひとり親で育ったケースは,母子家庭2.6%であ
ったが,「身の回りにおけるひとり親の存在」に関しては,未
婚の母を知っている人15.9%,未婚の父を知っている人
4.3%と周囲の家族に未婚の子育てを見る機会はある.離婚
して子育てをしている母を知っている人は,57%もいた.家
族の多様化を身近に感じながら,死別の子育てに関しては比
較的許容的で,未婚の子育てに関しては否定的であった.
表7.「未婚 ・離婚 ・死別のひとり親に対する意見」とイメージの関係
従属変数
親子早
期自立
イメージ
親離れ
・子離れ
イメージ
親子
孤立
イメージ
親子
共依存
イメージ
F 多重比較
TukeyHSD有意確率
未婚のひとり親の子育て
に対する意見
n
m
sd
291
4.12
1.87
377
3.51
1.52
401
4.51
1.72
289
4.9
1.84
40297
**
共依存〉孤立〉自立〉親離れ子離れ*
離婚のひとり親の子育て
に対する意見
n
m
sd
290
4.99
1.89
383
4.18
1.67
401
5.32
1.84
289
5.53
1.89
38,530
**
自立〉親離れ ・子離れ*
共依存〉自立*
孤立〉親離れ ・子離れ*
共依存〉親離れ ・子離れ*
死別のひとり親の子育て
に対する意見
n
m
sd
290
6127
1.73
379
5.57
1.97
398
6.6
L61
287
6.61
1.64
28,540
**
一
自立〉親離れ ・子離れ*
孤立〉親離れ ・子離れ*
共依存〉親離れ ・子離れ*
**Pく0.01*P<0.05
n=タイ プ の 総 数m=平 均 値,sd=標 準 偏 差
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(2)ひとり親の子育てに対する大学生の意見に影響を与える要因
「ひとり親の子育てに対する意見」に与える影響要因を重
回帰分析によって調べると,「ひとり親の子育てに対する世
間の意見」すなわちひとり親をめぐる社会的風潮が,大 学
生の 「ひとり親の子育てに対する意見」に大きな影響を及ぼ
していることがわかった.しかし,このような社会的風潮に
左右されているばかりでなく,「子どもがいて再婚することに
関する意見」,「性別役割分業に対する意見」,「男女共同参
画に関する受講経験」,「ひとり親家族に関するメディアを見
た経験」,「将来の結婚と子育てに関する意見」も影響力を
持っていた.子連れの再婚に対して許容的であるほど,ひと
り親の子育てに対 して肯定的であった.男 女共同参画につ
いての講義を受けた経験があるほど,ひとり親の子育てに対
して肯定的であった.また 「男は仕事,女 は家庭」という性
別役割分業に対して否定的な意見を持つほど,ひとり親の子
育てに対して肯定的であった.ひ とり親を扱ったマスメディア
もまた大学生の意見に肯定的に影響を及ぼしていた.しかし,
将来のライフコースが結婚もし子育てもするという標準的ラ
イフコースを望む者ほど,ひとり親の子育てについて否定的
な意見を持っていた.パス解析によって,得 られた結果から
は 「男女共同参画に関する受講経験」があり,しかも性別
分業に関する意見に否定的であることが,大 学生の 「ひとり
親の子育てに対する意見」に肯定的に影響を与えていた.
(3)ひとり親の子育てに対するイメージ
「親子早期 自立イメージ」群,「親離れ子離れイメージ」群,
「親子孤立イメージ」群,「親子共依存イメージ」群の4つ
が析出された.イメージと死別 ・離婚 ・未婚のひとり親の子
育てに対する意見の関係をみると,「親離れ ・子離れイメー
ジ」群がもっとも支持されなかった.ひ とり親と子が距離を
持って生活するというイメージは,ひ とり親の肯定的意見に
はつながらなかった.む しろ,未婚のひとり親の子育てに関
する意見でみられたように,「親子共依存イメージ」群が最
も肯定的な意見を集めた.親 子の距離が短く,双方で助け
合うことによって,肩を寄せあって生活しているイメージが未
婚の親子のイメージとして肯定的に大学生はとらえている.
(4)この調査の限界と今後の課題
今回の調査対象者であった大学生は,これからのライフコ
ースでどのような就職をし,結 婚をし,子育てをするかまだ
白紙に夢を描いている段階である.彼 らのひとり親の子育て
に関する意見は,世 間のひとり親に対する意見に影響され
やすいと同時に,現在の経済状況を鑑みると安全な道すな
わち標準的なライフコースを無事に進んでいくことを 「良し」
とする傾向もみられた.
多様な家族は周囲に存在しているけれども,「自分自身の
こと」ではなく 「よそ事」として多様な家族に対して意見を
述べたのではないかという懸念もある.またひとり親の子育
てといっても,子どもの年齢によって子育てに対する意見も
イメージも異なることにも留意すべきであった.今 後は調査
対象者を子育て中の夫婦として,実際に子育てをしている養
育期の同年齢のひとり親の子育てに対してどのような意見を
持つかを調べてみたい,
今回の調査からひとり親に対する大学生の意見にジェンダ
ーに関する教育の意義が確認された.「男女共同参画に関す
る教育」の機会を持つことが,性 別役割分業に関する意見
に影響を与え,「ひとり親」に対して肯定的になることに貢献
していた.
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